
２６・０・００

（6）

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
２
０

２
２
第
１
次
改
定
（
素
案
）
に

つ
い
て

▼
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
基
本

計
画
（
改
定
）
の
見
直
し
方
針

に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
用
途
地
域
等
の
見
直

し
方
針
（
素
案
）
に
つ
い
て

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
基

本
方
針
に
基
づ
く
第
二
期
見
直

し
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

▼
サ
イ
ク
ル
シ
ェ
ア
事
業
ミ
ニ

実
験
に
つ
い
て
（
報
告
）

�

ほ
か
８
件

12
月
21
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

※　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
管

外
視
察
結
果
報
告
書
を
確
認
し

ま
し
た
。

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

12
月
14
日

【
行
政
報
告
】

▼
北
野
の
里
（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

▼
外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会

（
平
成
27
年
度
第
３
回
）
に
つ

い
て

▼
外
環
事
業
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

12
月
15
日

【
行
政
報
告
】

▼
調
布
基
地
跡
地
利
用
計
画
の

経
過
に
つ
い
て

▼
調
布
基
地
跡
地
利
用
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

▼
調
布
飛
行
場
付
近
に
お
け
る

航
空
機
事
故
に
つ
い
て

▼
株
式
会
社
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム

の
経
営
状
況
等
に
つ
い
て

�

ほ
か
２
件

確
認
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

11
月
17
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
公
共
施
設
に
お
け
る

旭
化
成
建
材
㈱
施
工
の
杭
工
事

に
つ
い
て

12
月
９
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
立
保
育
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
市
民
医
療
費
援
護
金

支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
地
区
公
会
堂
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

�

＝
以
上
４
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
第
二
期
三
鷹
市
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
中
間
報
告
書

（
案
）
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
健
康
福
祉
総
合
計
画

２
０
２
２
第
１
次
改
定
素
案
に

つ
い
て

12
月
21
日

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

11
月
17
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
緑
化
基
準
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

▼
「
東
京
に
お
け
る
都
市
計
画

道
路
の
整
備
方
針
（
第
四
次
事

業
化
計
画
）
中
間
の
ま
と
め
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

概
要
に
つ
い
て　
　

ほ
か
１
件

12
月
10
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２

（
仮
称
）
素
案
に
つ
い
て

▼
通
知
カ
ー
ド
の
配
達
状
況
及

び
返
戻
分
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て�

ほ
か
２
件

12
月
21
日

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

11
月
13
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
２
」
の
改
定
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
方
針

に
つ
い
て

▼
高
山
小
学
校
の
今
後
の
学
級

数
増
加
へ
の
対
応
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
公
共
施
設
に
お
け
る

旭
化
成
建
材
㈱
施
工
の
杭
工
事

に
つ
い
て�

ほ
か
５
件

12
月
11
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

美
術
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て�

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
に
お

け
る
不
祥
事
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
２
第
１
次
改
定
素
案
に
つ
い

て▼
三
鷹
市
立
羽
沢
小
学
校
及
び

第
七
中
学
校
給
食
調
理
業
務
の

委
託
に
つ
い
て

▼
平
成
26
年
度
三
鷹
市
立
小
・

中
学
校　

児
童
・
生
徒
の
問
題

行
動
等
の
実
態
に
つ
い
て

▼
平
成
27
年
度
第
２
回
三
鷹
市

総
合
教
育
会
議
に
つ
い
て

�

ほ
か
６
件

12
月
21
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

総
務
委
員
会

11
月
13
日

【
行
政
視
察
】

▼
新
川
防
災
公
園
・
多
機
能
複

合
施
設
（
仮
称
）

【
行
政
報
告
】

▼
第
４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
第

１
次
改
定
骨
格
案
に
お
け
る
市

民
参
加
に
つ
い
て　

ほ
か
１
件

12
月
８
日
、
11
日

【
議
案
】

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
平
成
27
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
三
鷹
市
基
本
構
想
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例

▼
三
鷹
市
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

利
用
に
関
す
る
条
例

▼
三
鷹
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
三
鷹

市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

＝
以
上
８
件
、
原
案
可
決

【
請
願
】

▼
地
方
と
政
府
と
の
対
話
に
よ

る
解
決
と
地
方
自
治
の
尊
重
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
＝
不
採
択

【
行
政
報
告
】

▼
新
・
三
鷹
市
行
財
政
改
革
ア

議
員
　
市
立
小
・
中
学
校
に
お

け
る
平
成
26
年
度
の
事
故
の
内

訳
は
、骨
折
・
捻
挫
等
293
件
、
打

撲
・
切
り
傷
244
件
、や
け
ど
・
歯

や
目
の
負
傷
17
件
だ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
発
生
リ
ス
ク
を
除
去
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
授
業
や
行
事
に
当
た

り
指
導
計
画
を
作
成
し
、
部
活

動
に
は
必
ず
指
導
員
が
立
ち
会

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員
　
骨
折
や
多
臓
器
不
全
な

ど
の
重
大
事
故
に
も
つ
な
が
る

熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
件
数
の

把
握
を
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
統
計
を
と
っ
て
お

ら
ず
、
把
握
し
て
い
な
い
。

議
員
　
中
学
３
年
生
で
実
施
し

て
い
る
救
命
講
習
を
、
小
学
生

や
保
護
者
も
受
講
で
き
れ
ば
、

者
の
生
活
環
境
の
悪
化
に
つ
い

て
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
単
に
経
済
的
な
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
今
後
の
生
活
に

様
々
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ

と
が
高
齢
者
の
実
態
調
査
か
ら

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
本
市
の
生
活
保
護
受
給

者
の
う
ち
60
歳
以
上
の
高
齢
者

の
人
数
は
半
数
を
超
え
て
お

議
員
　
平
成
28
年
度
以
降
の
税

制
改
正
で
１
兆
円
規
模
の
法
人

住
民
税
を
国
税
化
し
、
地
方
交

付
税
交
付
金
の
原
資
と
し
て
更

な
る
税
源
移
譲
を
目
指
す
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。
一
方
、
実
質

無
借
金
自
治
体
が
増
え
た
と
の

報
道
も
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の

報
道
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

市
長
　
地
方
交
付
税
不
交
付
団

体
が
富
裕
だ
と
い
う
間
違
っ
た

前
提
の
も
と
で
、
地
方
間
で
税

財
源
を
調
整
す
る
と
い
う
考
え

方
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
ま

ず
は
、
総
体
と
し
て
の
地
方
財

源
の
拡
充
こ
そ
が
重
要
だ
。

議
員
　
法
人
住
民
税
国
税
化
が

実
施
さ
れ
た
場
合
の
本
市
へ
の

た
と
見
る
が
考
え
を
聞
く
。

市
長
　
住
宅
市
場
は
大
き
く
変

化
し
、
多
く
の
空
き
室
が
発
生

し
て
い
る
。
時
代
の
流
れ
の
中

で
、
役
割
が
変
わ
っ
て
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
市

民
住
宅
の
位
置
付
け
の
変
更
や

所
得
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、
空

き
室
の
活
用
を
図
る
べ
き
だ
。

市
長
　
都
や
国
の
承
認
、
住
宅

供
給
者
の
同
意
等
が
必
要
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
の
中
で

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
住
宅
確
保
に
配
慮
が
必

要
な
人
々
へ
の
支
援
を
視
野
に

２８・１・２４

や
さ
し
い
市
政
へ
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
導
入
で

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
を

　
維
新
の
党
　
増
田
　
　
仁
　
議
員

学
校
外
で
の
事
故
に
備
え
て

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
育
成
に
努
め
よ

無
所
属
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

国
の
税
制
改
正
に
対
し

市
と
し
て
問
題
提
起
し
続
け
よ

入
れ
た
、
居
住
支
援
協
議
会
の

設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

効
果
的
な
住
宅
政
策
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
中
で
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

議
員
　
Ｕ
Ｒ
や
事
業
者
等
と
連

携
し
た
空
き
室
活
用
を
含
め
、

今
後
の
住
宅
施
策
全
体
の
方
向

性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
調
整
担
当
部
長

住
宅
施
策
に
お
け
る
福
祉
の
部

分
と
快
適
な
居
住
環
境
の
部
分

に
つ
い
て
庁
内
で
よ
く
連
携
・

情
報
交
換
し
つ
つ
、
国
の
制
度

等
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

影
響
及
び
都
の
市
町
村
総
合
交

付
金
へ
の
影
響
を
聞
く
。

企
画
部
長
　
本
市
へ
の
影
響

は
、
詳
細
な
情
報
が
示
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
答
弁
は
差
し
控

え
る
。
都
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
都
の
税
収
動
向
は
懸
念
材

料
で
あ
る
が
、
都
市
長
会
を
通

じ
、
要
望
を
継
続
し
た
い
。

議
員
　
財
政
調
整
を
や
め
る
よ

う
国
に
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

都
や
他
自
治
体
と
連
携
し
た
要

請
活
動
の
検
討
状
況
を
聞
く
。

市
長
　
都
、
都
市
長
会
、
都
特

別
区
長
会
、
都
町
村
会
で
連
携

し
、
総
務
大
臣
へ
共
同
要
請
活

動
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
要
請

活
動
に
加
わ
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
年
金
支
給
額
の
減
少
や

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
等
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
生
活
環
境

は
か
つ
て
な
く
厳
し
い
。
高
齢

り
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
増

加
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
高
齢
者
人
口
の
増
加
や

家
族
関
係
の
変
化
等
の
問
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
退
職
に

伴
う
減
収
等
か
ら
生
活
保
護
の

申
請
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多

く
、
今
後
も
増
加
傾
向
は
避
け

ら
れ
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
補
聴
器
は
高
額
な
た
め

年
金
で
賄
う
の
は
難
し
く
、
日

常
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
て

も
購
入
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い

人
も
い
る
。
中
等
度
の
難
聴
の

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
の
助

成
制
度
を
導
入
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長
　

助
成
制
度
の
導
入
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
優
先

度
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
、

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

高齢者支援課の窓口

事
故
発
生
時
に
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

ー
（
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た

人
）
と
し
て
応
急
手
当
等
の
対

応
が
で
き
る
と
考
え
る
。

教
育
長
　
学
校
活
動
に
は
講
習

を
受
け
た
教
員
等
が
必
ず
引
率

し
て
お
り
、
当
面
は
受
講
者
の

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
事
故
の
抑
止
や
対
応
に

当
た
る
教
職
員
の
業
務
負
担

を
、
可
能
な
限
り
軽
減
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
の
機
能
を
追
加
し
、
業

務
効
率
化
に
努
め
る
べ
き
だ
。

教
育
長
　
業
者
側
に
開
発
を
要

望
し
つ
つ
検
討
を
続
け
る
。

　

会
派
名
は
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
た
時
点
で
の
名
称
で

表
記
し
て
い
ま
す
（
１
面
参

照
）。

平
成
27
年
10
月
〜
12
月


